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日本インテリア学会関西支部共催シンポジウムのご案内 

「インテリアデザインの時代：ライフスタイルをめぐる工業と芸術」 

―インダストリアルデザイン・アーカイブズ研究プロジェクト シンポジウムー 

 

	 日本インテリア学会関西支部では、デザイン・アーカイブズ協議会、大阪工業大学と大阪市（大阪新美術館建設準

備室）とともに、インダストリアルデザイン・アーカイブズ研究プロジェクト（IDAP） シンポジウム「インテリア

デザインの時代：ライフスタイルをめぐる工業と芸術」を開催します。今や誰もが口にするようになった「インテリ

アデザイン」という言葉ですが、その歴史が動き始めたのは戦後です。工業化住宅の発展とともに、住宅設備・イン

テリア製品（インフィル）の開発が進み、人々に幅広く新しいライフスタイルを提供しました。 

また一方で多くの建築空間に、挑戦的な表現のインテリアデザインが登場します。 

	 本シンポジウムでは、ゲストスピーカーである東京大学大学院工学系研究科教授 松村秀一氏と編集者 川床優氏の

講演、今年度 IDAP内に新たに立ち上げたインフィル分科会の中村孝之氏による住宅インフィル研究報告、そして大

阪工業大学副学長 宮岸幸正氏を加えたパネルディスカッションを交え、住宅から公共・商業空間まで、工業と芸

術、機能と表現が交差するインテリアの世界を見渡し、ライフスタイルと社会の変化を考えます。 

詳細は下記をご参照ください。みなさまのご参加お待ちしております。 

 

インテリアデザインの時代：ライフスタイルをめぐる工業と芸術  

http://www.city.osaka.lg.jp/hodoshiryo/keizaisenryaku/0000424192.html 

［シンポジウム］ 

日時：平成 30年 3月 2日（金曜日） 午後 5時 30分～午後 8時 30分（開場：午後 5時） 

会場：大阪工業大学梅田キャンパス OIT梅田タワー 常翔ホール（大阪市北区茶屋町 1-45） 

入場・申込み：入場無料・事前申込み不要 

ゲストスピーカー：松村 秀一氏／東京大学大学院工学系研究科建築学専攻教授・川床 優氏／編集者 

オープニングプレゼンテーション：遠藤 克彦氏／建築家、株式会社遠藤克彦建築研究所 代表取締役「（仮称）大阪

新美術館」設計者 

主催：大阪工業大学、インダストリアルデザイン・アーカイブズ協議会、大阪新美術館建準備室、日本インテリア学

会関西支部 

助成：一般財団法人地域創造、公益財団法人ユニオン造形文化財団 

［特別展示］ 

日時：平成 30年 3月 2日（金曜日）	 午後 5時から午後 8時 30分まで 

会場：大阪工業大学梅田キャンパス OIT梅田タワー 3階ホワイエ（大阪市北区茶屋町 1-45） 

入場：入場無料 

主な展示内容：「（仮称）大阪新美術館」完成イメージ ／ 倉俣史朗「引き出しの家具」（1967年：昭和 42年	 大

阪新美術館建設準備室蔵） 

 

◎参考：インダストリアルデザイン・アーカイブズ研究プロジェクトについて 

http://www.city.osaka.lg.jp/contents/wdu120/artrip/idap/ 
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